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微妙なずれが生ずるのは当然とも言える。   
さらに，文字の場合，記号表現の基礎科学が確立されていないという問題も  
ある。音声学では「①言語音の産出にかかわる生理音声学（pbysiolo由calpbo－  
netics），②口唇より放出された後の段階を扱う音響音声学（acoustic phonet－  
ics），④聴覚器官で受容された後，大脳における聴覚情報処理系の営みによっ  
て言語音が認知理解されるまでの段階を扱う聴覚音声学（auditory phonet－  
ics）」（城生 2006：55）という三大分野が確立されているが，文字に関して  
は生理音声学と音響音声学に対応する分野が存在しない6。言語音の分類は生  
理音声学と音響音声学によるところが大きく，これに対応する研究分野を欠く   
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3 実験の方法   
3．1被験者および実験日時   
被験者のMK氏は22歳の女性で，言語形成期を埼玉県で過ごしている。利  
き手は右手である。   
脳波の収録は下記の日時に2度実施した。  
監実験1ヨ 2月4日18時9分～18時23分  
監実験2ヨ 2月19日15時43分～18時59分  
3．2 収録機器   
筑波大学人文社会学系棟B613音声実験室に設置されている機材を使用して  





AI）12－16U（PCI）E型A／D変換ボードを介して接続した装置を用いた。標本   
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図1：本実験における装置配置図  
図2：本実験用の電極配置図  
（Fpzはボディーアース，Al。A2は耳采による基準電極）   
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化500Hz，プレトリガー100msecり 取込時間一100～2000msecり 加算回数は各  




l－Lを被験者の頭部にかぶせ，同社製electro－gelを注入しておこなった。   




3．3 刺激   
刺激には灰色の背景に自の「口」を用いた7。背景色にはMi打OSO氏（昼ノペイン  
トの「色の編集」機能を用い，色合い160，鮮やかさ0，明るさ130，赤138，  
緑138，青138の灰色を指定した。「口」はMSゴシックの315ポイントで表示   
し，ディスプレイ上の実測で横82mmX縦86mmであった。  
‘3．4 手順  





◎施行Ⅱ：ディスプレイに現れる文字をカタカナの「ロ」として口に出さずに   
読んでください。  
⑳施行Ⅲ：ディスプレイに現れる文字を漢字の「口」として口に出さずに読ん   
でください。  
各施行では，上記の指示を伝えた後，被験者に対して刺激の呈示をおこなっ  
た。また，各施行の間には休憩を目的とした小休止をはさんだ。   
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コムテック社製ソフトウェアATAMÅP Ⅲを用いて脳電位トポグラフイを確  
認し，トポグラフイ上で最も彩度の高い部分の潜時を求めた。  
増 結果   
4．1波形の特徴   
実験1で収録した波形を図3に示す。施行Ⅰは黒，施行Ⅲは薄いグレー，施  
行Ⅲは両者の中間色の波形で示してある。   
図3を目視して，まず目を引くのが施行Ⅲの170msec．近傍（図中に骨で示  
す）で前頭葉から中心溝にかけて出現する陰性波である。また，T5とT6が  
ほぼ逆位相になっており，側頭葉における左右差が観察された。F7とF8の   
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図3：実験1の波形  
波形の乱れも気になるが，これは瞬日や眼球運動の筋電によるものと考えられ  
る。   
これらの特徴が1回限りのものなのか，それとも再現性があるのかを確認す  
るために同一被験者に同一の刺激を呈示して迫験したのが実験2である。実験  









4．2 ピーク潜時   
波形目視において再現性の高かった500msec．以内のピークに限ってその潜   
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国4：実験1（黒）と実験2（グレー）で得られた波形の比較（施行Ⅱ）  
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図5：実験1（黒）と実験2（グレー）で得られた波形の比較（施行Ⅱ）   
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Pl   Nl   P2   N2   P3 N3   
施行Ⅰ   74／176   216   290   358   408   442   
施行Ⅲ   106   136   200   250   296   456   
施行Ⅲ   50   84   134   176   270   346   
表2：実験2のピーク潜時（単位はmsec．）  
Pl   Nl   P2   N2   P3   N3   
施行Ⅰ   74／142   162   278   326   368   422   
施行Ⅱ   88   138   194   232   400   440   
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図5：Nlピーク潜時の比較  
（縦軸の単位はmsecり 横軸は実験番号）  
池 田   潤  
??（?????（??（?????（???? ? 】 ? ? ?
????????】????????
髄職喝恥馳精勤戦軸吟   
D－－－－一口  
息儲◎◎斡◎⑳◎単頓智砂唸   
ゆ施行l  
－tン・施行Il  


















（1）側頭葉（T5とT6）における左右差   
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（2）NlとP2のピーク潜時における遅速差  























6 おわりに   
本実験から引き出される結論は次の2点である。  
◎NlとP2のピーク潜時における遅速差は図形と文字の区別と関連がある。  
◎現段階では，施行Ⅲの170msec。近傍に出現する陰性波を先行研究によって   
知られるN170成分と同定するのは困難である。   




の発見が特定の視覚刺激に依存したものでないことも確認していきたい。   













1 詳しくは，福盛。池田（2002）の第3．1節を参照。  
2 詳しくは，福盛。池田（2002）の第3。2節を参照。  
3 詳しくは，福盛。池田（2002）の第3．3節を参照。  
4 詳しくは，福盛・池田（2002）の第3．4節を参照。  
5 詳しくは，池田（2006）の第2節を参照。  
6 池田（2006：331）は生理音声学。音響音声学に対応する分野として筆記文字学。  
文献文字学を想定するが，あくまで構想にとどまる。  
7 予備実験として，「口」の代わりに「□」を用いた実験および自の背景に黒字で  
刺激を表示する実験をおこなった。それをもとに，被験者がもっとも違和感を  
感じず，より安定した脳波が収録できる刺激を選び出し，本実験を実施した。  
8 具体的には，実験中は半眼かつ口を半開きにしてリラックスした状態を保つこ  
と，まばたきはまとめてすることの2点を伝えた。  
9 ここで言う 「視認」とは，視覚刺激の形や色や動きを認知する以前に，ともか  
く刺激の存在が目に入っている（見えている）状態を意味する。  
10 具体的には，0～800msec．の範囲内にノイズやアーチファクトがはっきり混入  
した波形は加算から外して波形の再加算をおこなった。  
11今回のデータからは，表音文字か表語文字かの振り分けもNlとP2の段階でお   
■こなれている可能性も示唆されるが，このような処理が本当にこれほど速い段  
階で行われているのかどうかについては，後続するN2，P3，N3などとのか  
ねあいも考慮に入れつつ今後の実験の中で慎重に検討すべき問題であると思わ   
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れる。  
12 聴覚処理においても複雑な課題ほど潜時が早くなることがあるという（城生   
1997：293－298）。これは本稿における発見と通底する現象だと考えられる。  
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